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Abstract. A well-developed medusa of Atorella vanhoeffeni Bigelow, 1909 (Cnidaria, Scypho-

zoa, Coronatae) was collected on November ll, 1995, as the second record of this genus in

Japanese waters. Based on this specimen, a description is provided along with photographs. A

morphological comparison is made between the present species and Atorella japonica Kawaguti

and Matsuno, 1981 from the Sea of Japan near Oki Island, Shimane Prefecture, Japan.
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(要約)

日本初記録のA torella va nh oeffeni B igelow , 190 9 (刺胞動物門,鉢虫網,冠 クラゲE]) の クラゲを, これまで

ただ 1個体だけであるが南西諸島から生 きたまま採取できたので,写真撮影 し形態 を記載 した.4個 の黄色

の生殖巣 を形成 した本個体は完全には成熟 しておらず性の判別はできなかった.奉種 を, 成熟個体が不明

だがポリプ と遊離 したてで生殖巣 なしのエ フイラが記載 されている島根県隠岐島産の同属既知種A torella

jap on ica K aw agu ti an d M atsu no , 198 t と比較 したl

はじめに

鉢クラゲ綱冠クラゲ目Atorella属は,ただ1

種Atorella japonica Kawagti and Matsuno, 1981

のみがわが国から知られている(Kawaguti and

Matsuno, 1981).今回,長年の採集努力(Kubota,

2006;久保田・中ロ・郷,2000)にもかかわら

ずごく少数にとどまったものの,わが国から第

2番目のAtorella属の種が生きたまま採取され

たのでその形態について報告する.

材料と方法

生殖巣が形成された小型のクラゲ1個体を,

筆者は1995年11月11日に加計呂麻島の南東

部海岸の水深数m地点でシュノーケリング中

に目視発見し,小型容器で採取した.それ以降,

10年あまりにわたる南西諸島での筆者の調査
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日本初記録のAtorella vanhoeffeni

Kubota, 2006参照)では再発見できなかった.形　　　　Atorella panhoeffeni Bigelow, 1909

態の観察は双眼実体顕微鏡で行い,写真撮影は

マクロレンズをつけたカメラで実施した.

クラゲの記載

(Figsト2)

Atorella vanhoeffeni Bigelow, 1909: 30, pi. 1, fig. 2,

pi. ll, figs 1-8, pi. 12, figs 2-4; Mayer, 1910: 568;

Kramp, 1961: 313.

図1. H本初記録のAtorella vanhoeffeniのクラゲ(側面図).採集直後の生体を撮影.

Fig. 1. Medusa of Atorella vanhoeffeni (side view) first record from Japan, photographed alive
immediately after collection.

図2.日本初記録のAtorella vanhoeffeniのクラゲ.ホルマリン海水で固定後に撮影.

Fig. 2. Medusa of Atorella vanhoeffeni first record from Japan, photographed after preservation in
seawater-formahn.

126-



久保田信

本標本は傘が平たく,体の大半が無色で直径

数mm程度.傘の中央部が円丘状に盛り上がり,

下方の傘周辺部位を分かつ溝が一周する(図

1).外傘には刺胞を備えた多数の癌が散在する.

楕円体の生殖巣(成熟しておらず性の判別は不

舵)は4個あり黄色を呈する.傘緑には,縁弁が

12枚,感覚器が6個,そして感覚器と互い違い

に存在する6本の触手が存在する.触手はすべ

て等長で,傘の直径ほどの長さに伸張し,その

先端は生殖巣と同様な形状と色で,まるくふく

らむ.胃糸は4群ある.口は傘の中央に開き,早

純な4口唇をもつのみで,口腕には発達しない

(図2).

本個体はエフイラクラゲ類(冠クラゲ目)と

一見すると外見が類似するものの,それより小

型で生殖巣や触手の数が少ないので区別でき

る.

本種は,これまで太平洋東岸のパナマ沖の表

層から3個体が発見されたのみで,傘径は7mm

以下しかない小型の鉢クラゲである(Bigelow,

1909; Mayer, 1910; Kramp, 1961).今回の発見に

より太平洋西岸にも存在することがわかり,こ

の海域からの初記録となる.

一方,本種のポリプとされるものが知られて

おり,単体である(Werner, 1966).同様に島根県

隠岐産のA.japonicaも単体で,それより遊離し

たての未成熟クラゲが知られている(Kawaguti

and Matuno, 1981).しかし, A.japonicaがどのよ

うな成熟クラゲになるのか不明なままである.

これらAtorella属のE]本産2種は,ポリプの触

手数やエフイラの生産数などに相違があると

ともに遊離したてのエフイラでも触手数や冒

糸の数で異なっている(Kawaguti and Matuno,

1981).
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